
2) ユホソザルの退伝的変只性 1【.郡問'A'タも

野沢 放･旺武孝丑

約45回日本退位学会 (1973)

3) こホソザルにおいて耶持btも的に見られる Adcnylatc

kinase(AK)および EsteraseAl(EsAl)座位の多

型現象について

旺武孝汲･大介よし子

北島正子･野沢 謙

抑27回日本人現学会口本

民族学会迎合大会 (1973)

･l) PGM2212迫伝子塾の固定から推察されるヤクザル

の爪始卦爪印の小ささ
庄武孝義･大介よし子･野沢 謙
抑18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

5) ニホソザルの群間近伝的変災

野沢鎌･旺武弾衣･大介よし子

的18回ブl)マーチス研死金 (1'J74)

6) EntwicklungderHominiden

AkiyoslliEhara

ドイツ地fZff学会例会 (197JI)

7) クマオソヒマラヤ四部のアカゲザルの生態
和 ロ ー LJE

約18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

生活史研究部門

杉山串九 ･′J､LU打紺I

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) こホソザルの個体群生態学的研兜

杉山串九･小山直樹 ･大沢秀行

2) イソド亜大陸を小心とする狭舟投の動物地理学的研

兜

杉山率九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1).2)については年報折3巻8式参照｡

3) ェチオビア高原における//ラダヒヒの社会生態学的

研兜1)

大 沢 秀 行

昭和1811･15)]より49年3月まで,よチオビアにおいて

浪花のTUJ･1光な行なった(海外との交流のgi参m).4名の

Jt･同訂.''班であるが,大沢秀行の分担はとくに,ゲラ〆ヒヒ

の pol)ulalionecologyを中心にしたものである.social

unitの仰作数変動お よびその要因解析,groupingの

dynamicsの耶析などから,群れの構造の究明へアブロ

I)河合雅雄 ･茶 杓代 (以上社会研究部門),岩本俊拳

(九大･PJ!)との共同研究｡

-チなiuめ,さらにはこの祉金剛出とm作数il.iJL刑,3UT･ljと
のLiU旅を追求してゆく｡T剛1;数'A:湖 ･祉仝7変動の研兜に

は托柑JのT)Ll･]ffが必Tlriであり,今枚のTU.I,は なn･相中であ
る｡

4) 狩孤採H5凪 汎拐氏のiLi,fEl人肌判 '.J研兜
tlJIJJ二 郎

1.現1/'･8才机拭H3民を対魚に,iLIA伴 的研兜な行なっ
ている (年報 yol･3,I,.8劇附).(]ホ汁事犯城におけ

る漁拐民,ア71)れ コソゴ森林のピグミー称をブッ

シュマソとの対比において研究しつつある｡

2.野生チソノミソジーの社会 ･生腔,777)カの遊牧

民の生態を研究し,狩猟･採集 ･漁拐民との比較的な

視点から,ホミニゼ～ショソの過程における,生活様

式,社会の復元を試みようとする｡

総 説

1)Sugiyama,Y.(1973):Thesocialstructureofwild

chimpanzccs-ArcvicwoffieldstudiesJnCompar･

CLLbeEcoEogJa〝dBchauiowoJPn'matcs.(Michae),

R.P.良J.lLCr∞ked.)pp.375-410.Academic
Prcss,IJOndon.

2) 杉IU串九(1973);動物の社会.新しい生物学史一現

代吐物'Ilvlの灰川と押)F:L･くt'Bul群糾) pp.171-183.

他人凹肌 jJtJJ-(0

3) 小山fEf捌(1974);比Ill郡の分要せ-その仕組みと血縁
LH係.アニマ 2:31-36｡

4) 田中二郎(1973):托･1Ji和紙氏における柴田の生態o
からだの科学 52:111-1150

論 文

1) Sugiyama,Y.(1973):Socialorganizationofwild

chimp･･lnZeCS.InBcAavJ'OroEReg'uEatoTSOJ'Bchauio'

t'nPn'maLcs.(Carpenter,C.R.ed.)pp.68180.

BucknellUniv.l'ress,LeWisburg.

2) 杉III串九･大沢秀行(1974):鈴鹿山系霊仙山生息の

ニホソザルの個体群動態.Ⅰ概紋｡日生態会誌24:

50-590

3)Koyama,N.(1973):Dominance,gr00ming,aIld

clasped-Sleeplngrelationshipsamongtx)nnetmon･

keysinIndia.Pn'maEcs14:225-244.

4) 田中二郎(1974):プッシュマソの生態.生態学訳出

･25｢人炉の生倍｣pp.611910共立出版,jjと31(.

報 告 そ の 他

17lTf山串九 ･大沢秀行(1974):氾仙山iL:瓜ニホソザル

の個体群動態.オスの吐括史-ニホソザル地域桐作

郡の研究Ⅰ(和田一雄･刀三弦･杉ILl串丸嗣)pp.55-
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62｡iili長煩研究所｡

2) 小山直樹(1974):ニホソザルオスの研究史Cオスの

出括史一二ホソザル地域個体群の研究Ⅰ (和田一雄

･AI淡 ･移山草九嗣)pp･3-11q望長煩研究所o

学 会 発 表

1) -ヌマソラソグ-ルの環境適応と生活様式 .

杉 山 串 ●九

㍍27回日本人杭学会日本

民族学会連合大会 (1973)

2) -ヌマソラソクールの生態

杉 山 串 丸

的18回ブ1)マーチス研究会特別訴浜 (1974)

3) イソド中西部におけるサル規の分布の現況とhuman

impact

小 山 直 樹

鍬27回日永人析学会日本

民族学会迎合大会 (1973)

4) 嵐山群の個体数変亘かこついて

粟越他司 ･真野哲三 ･小山直樹

抑18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

5) プッシュマソの生活と社会

m ItJ二 郎

抑10回日本アフt)カ学会大会 (1973)

生 理研究部 門

大沢 済 ･大島 77i

目片文夫 ･林 基治

研 究 概 要

1) 温度適応の研兜
大沢 済 ･大島 満

目片文夫･原 文江1)

2) 霊長規の生殖生理に関する基礎的研究

大払 約 ･林 正治

3) 分娩時子宮収縮伝拓に関するIii曳生理学的r]F兜

大 島 消

1),2),3)については年報第3怨9京参17.点｡

4) UPS(UterineProgesteroneSystem)の避妊機脚こ

t対する研究

大 Bl 的

Tとi:出の曲直幹のポt)マーに天然のプt]ゲステt,ソな

l勺放した,所謂ミニtIルとT字型 IUDを併用した新し

い子宮内避妊辞具の避妊効果及びその較序を解明する.

ホルモソnbJ乱 子宮内膜の局所的変化の電子顔徽銃的統

I)教萌取貝

釈,内膜組扱培養などの手法を用いて,このブt,･}ェク

トは現在,緒についたはかりである｡

5) ニホソザル性周期とホルモソ環暁

林 基治 ･大島 (F'i

メスニホソザルの血中LH測定に,2抗体法によるラ

ジオイムノアッセイ (RIA)系を確立した｡この系を用

いメスニホソザルの年内LH変動と性周期との閃鼠 ま

た,腿スメア,腹腔鏡による卵央形態変化等との関連を

明らかにする｡

6) ゴナドトtlti'ソ分泌の動態

林 基治 ･大皿 隅
卵虫掃除サル,正常性周期を有するサル執こ,rclcas･

ingfactor,prostaglandin等を急性投与し,それ呼のゴ

ナドト｡ピソ分泌に及ぼす影響を調べ,その作用機序を

明らかにする｡

7) 霊長現の卵史,卵管,子宮に対するホルモソの形啓

に関するFiに気生理学的研兜

竹中晃子2)･大島 招 ･林 基治

生娘綜官の細胞脱冠位および活動冠位におよはすホル

モソ (ェスト｡〆ソ,ブp〆ステt]ソ,オキシトシソ,

ブロスタグラソデ ィソ)の影響を電気生理学的に究明し,

その作用機序を追及するために,卵鵜,卵管,子宮平滑

筋の細胞内冠位をガラス敵中電極法により測定し,細胞

内冠位のホルモソレベルに_よる遊,日印神経系との関係

さらに脱乍ti位と収縮との閑迎性について枚討している｡

総 税

1) 大島的(1974)･.霊長規の生始生FJ!1,1[｡科学44(1)

:ll-19,44(2):95-102｡

論 文

1) 大島TFlt･高木良敬(1973):矧勺海水シt,サケの映球

誘起脳故による母川回侃機肋 こ関する研兜O口本位

帥会雑誌69;46-590

学 会 発 表

1) ブロスタグラソデ ィソのウサギ共体退ffa作用にBQす

る光顕および電疎的研究

大島 irlLILIl)I-･以光
松本公一郎 ･曽El]控.J'･介

E]本不妊学会約18回大会 (1973)

2) こホソザルに於けるプロラクチソ分泌の動態につい

て

山路 根 ･払本和明

大島 fF'1･林 韮治

日本内分泌学会第47回大会 (1974)

2)研修員
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